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　医療費が高額になった場合は、各医療保険から月額の限度額を超えた
分を「高額療養費」として支給しています。また、介護サービス費用が
高額になった場合は、介護保険から月額の限度額を超えた分を「高額介
護サービス費」として支給しています。
　自己負担額をさらに軽減するために、同じ世帯で１年間（８月～翌年
７月）の各月に支払った医療保険・介護保険の自己負担額（高額療養費、
高額介護サービス費の支給対象分を除いた金額）の合計が年額の基準額
（下表）を超える場合に、超えた金額を「高額医療・高額介護合算療養
費等」として支給しています。

　今回の支給対象期間（令和４年８月～５年７月）に支給対象となる被
保険者の方がいる世帯に、３月中に申請書を送付します。
　支給時期は、５月以降となります。
e▷同じ世帯でも、国民健康保険・職場の医療保険・後期高齢者医療保
険では、それぞれ別に自己負担額を計算します▷申請の受付窓口は、令
和５年７月31日時点で加入していた医療保険となります
i保険年金課国民健康保険係（☎042－387－9833）、保険年金課高齢者
医療係（☎042－387－9834）、介護福祉課介護保険係（☎042－387－
9822）

高額医療・高額介護合算制度高額医療・高額介護合算制度
医療費・介護費の自己負担を軽減医療費・介護費の自己負担を軽減

70歳未満の方

所得区分（※１） 医療保険（70歳未満）と
介護保険の合算

ア　901万円超 212万円

イ　600万円超～901万円以下 141万円

ウ　210万円超～600万円以下 67万円

エ　210万円以下 60万円

オ　住民税非課税 34万円

※１　国民健康保険加入者に限る。職場の医療保険に
加入している場合は、加入している健康保険組合等に
お問い合わせください

70歳以上の方

所得区分（※２） 医療保険（70～74歳）
と介護保険の合算

後期高齢者医療保険（75歳
以上）と介護保険の合算

現役並み
所得者

課税所得690万円以上 212万円 212万円
課税所得380万円以上690万円未満 141万円 141万円
課税所得145万円以上380万円未満 67万円 67万円

一般（課税所得145万円未満または基礎控除
後の所得210万円以下）（※３） 56万円 56万円

区分Ⅱ（住民税非課税） 31万円 31万円
区分Ⅰ（住民税非課税かつ世帯の所得が一定
基準以下） 19万円 19万円

※２　国民健康保険または後期高齢者医療保険加入者に限る。職場の医療保険に加入している場合
は、加入している健康保険組合等にお問い合わせください
※３　後期高齢者医療保険加入者は、一部条件が異なりますのでお問い合わせください
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２
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翌
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男女平等に関する苦情処理のしくみ

※　　　は必要に応じて
　実施

市　　長
④
結果
通知

②
調査
依頼

申出の報告
（適時）

調査

①申出書

助言
指導

是正勧告

③
調査報告

（助言、指導、
　是正の要望等）

苦情処理委員

男女平等推進審議会

当該申出に係る
機関、関係者

連
携

市民（市内在住・在勤・在学)

申出者

苦情処理窓口（企画政策課男女共同参画室）
▷市が実施する男女共同参画施策もしくは男女平等社会
の形成に影響をおよぼすと認められる施策についての
苦情（例：○○審議会委員の男女の割合が偏ってい
る、公文書に差別表現があるなど）
▷性別による差別的扱いその他の男女平等社会の形成を
阻害する人権侵害についての相談（例：セクハラがあ
るのに会社が対策を講じようとしないなど）　

資料提出、説明

各種申し込みは、開庁時間または各施設開館時間内にお願いします。6・2・155


